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１ Ｈ２５年度 コンプライアンス推進活動実績について（１/４）

ｏ 事務局にて「解答と解説」を作成し、不正解箇
所について、「解答と解説」を読み込んで理解を
深めたり、「発電本部ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ行動指針」の再確
認を行うよう働きかけることで、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽへの気
づきや意識の醸成を図ると共に、理解浸透に努め
た。

ｏ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽへの気付きや理解が深まり、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝ
ｽ違反に対する一定の抑止力となることから、今後
も継続して理解度ﾃｽﾄを実施する。なお、今後はｺﾝ
ﾌﾟﾗｲｱﾝｽの意識状態を評価するための出題方法の妥
当性について、検討が必要である。

11～3
月

ｏ 第４回委員会にて、社外委
員からいただいた「ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
意識状況の把握」に関するご
意見※を反映し、「理解度ﾃｽ
ﾄ」の見直しを行った。

･「穴埋め形式」→「二者択一

形式」

※意見概要

単に覚えこませるだけではな
く、理解に繋がる工夫が必要

ｏ「原子力の業務運
営に係る点検・助
言委員会」におい
て、社外委員から
の提言に対し、適
宜、対策等の検討
を行う。

評価(C)実施月Ｈ25年度実績(D)Ｈ25年度計画(P)

Ⅰ コンプライアンス推進体制の強化

ｏ 関係法令の知識の習得及びｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の向上

が図れた。

ｏ 発電本部（原子力部門）におけるｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ関連

項目の満足度は、前年度に比べ上昇し、全社平均

と同等程度となっている。また、理解度ﾃｽﾄの結

果も平均点が高かったことから、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識

状態は概ね良好であることを確認できた。

ｏ 今後も、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ違反ゼロを目指して、いろい

ろな対策を実施していく。

都度ｏ ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ研修及び保安規定
教育、保安規程(原子力)教育
等を実施した。

ｏ 従業員満足度調査及びｺﾝﾌﾟﾗ
ｲｱﾝｽ研修時に行った理解度テ
ストの結果から、ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ
に対する意識状態を確認した。

・満足度調査（H26.4月）

・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ理解度ﾃｽﾄの実施
（11～3月）

ｏ 電気事業法など
関係法令及び保安
規定の遵守を確実
なものとするため、
各種教育・研修を
行う。

評価(C)実施月Ｈ25年度実績(D)Ｈ25年度計画(P)

Ⅱ コンプライアンス意識の向上

H26.4月



3

１ Ｈ２５年度 コンプライアンス推進活動実績について（２/４）

ｏ 発電本部内の各職場における飲酒運転撲
滅に向けたｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ意識の醸成が図れて
いる。

ｏ 社会的には、飲酒運転事案が依然として
発生している状況であることから、今後
も引き続き「飲酒運転撲滅」に向け取り
組んでいく。

都度ｏ「飲酒運転撲滅に向けた取
組み」について、夕礼時等
の機会を利用し、飲酒及び
車両運転予定の確認や飲酒
後の残留ｱﾙｺｰﾙに対する注意
喚起を行うなど、職場単位
（ｸﾞﾙｰﾌﾟ、課）で検討し、
対策を継続して行っている。

ｏ 飲酒運転の防止を含めた年
末年始の綱紀粛正の徹底に
ついて、地元に戻り酒席の
機会も増え、気持ちが緩み
がちになることから注意喚
起を行った。

ｏ ｸﾞﾙｰﾌﾟ（課・係）
内会議などの場にお
いて、問題行為や違
反事例等における問
題の本質を理解し、
その本質を踏まえた
対策について職場内
の意見交換や対話を
行う。

評価(C)実施月Ｈ25年度実績(D)Ｈ25年度計画(P)

Ⅱ コンプライアンス意識の向上（続き）

12月
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１ Ｈ２５年度 コンプライアンス推進活動実績について（３/４）

ｏ 再発防止策として「変更手続きの
明確化」及び「第三者によるﾁｪｯｸ体
制構築」を行い、現在、確実に運用
を行っている。

ｏ 今後も、各種法令の要求事項に基
づき制定している各種規定を遵守し、
法的手続き、法的要求事項を満たす
よう努めていく。

ｏ 当社における原子力損害賠償補償契
約に係る通知漏れ事案が判明（平成25
年12月）した。この事案を受けて、再
発防止策を以下のとおり実施した。

[発電本部再発防止策]

① 原子力損害賠償補償契約の変更手続
きの明確化

・ 関係規定に、変更通知の運用に関
する記載を追加

② 通知漏れを防止するための第三者に
よるﾁｪｯｸ体制の構築

・ 原子力部門の主管ｸﾞﾙｰﾌﾟが失念し
た場合でも、設置変更許可・届出の実
績を把握できる体制を構築（原子力建
設Ｇが1回/月確認）

③ 変更通知の手順等に関する教育

・ 原子力損害賠償補償契約に関わる
ｸﾞﾙｰﾌﾟへの教育

ｏ 各種法令の要求事
項に基づき制定して
いる各種規定を遵守
し、法的手続き、法
的要求事項を満たし
た業務を行う。

評価(C)実施月Ｈ25年度実績(D)Ｈ25年度計画(P)

Ⅲ 公正な事業活動の徹底

1月

1月

3月



5

１ Ｈ２５年度 コンプライアンス推進活動実績について（４/４）

ｏ 本店経営層の思いと考えを共有でき、ま
た、現場の生の声が伝わるなど、双方向
のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを図ることができた。

ｏ この結果、原子力部門のＨ26年度のｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝに関する従業員満足度が8.9ポイン
ト上昇した。

「あなたの職場では、上下組織とのｺﾐｭﾆ
ｹｰｼｮﾝが良好である」（80.0→88.9％）

ｏ 今後も、再稼働という目標に向けて、原
子力部門が一体となって取り組んでいる
中、発電所員の士気高揚にもつながるこ
とから、継続して実施していく。

ｏ 以下のとおり、本店経営層
が、発電所を訪問し意見交
換を行った。

・ 瓜生社長との意見交換会

(川内）

・ 山元副社長との意見交換会

(玄海、川内)

・ 発電本部長による激励訪問
及び意見交換会(玄海、川
内）

ｏ 風通しの良い職場
作りのため、本部長
をはじめ本店経営層
が発電所訪問を行う。

評価(C)実施月Ｈ25年度実績(D)Ｈ25年度計画(P)

Ⅲ 公正な事業活動の徹底（続き）

6月

8月(玄海)
9,1,3月

(川内)

10月(玄海)
10月(川内)
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２ Ｈ２６年度 コンプライアンス推進活動計画について（１/３）

本店

発電所

ｏ 保安推進委員会の｢設備保安部会｣、｢安全推進部会｣に参加し、各
部門の重大な労働災害情報等を入手し周知する。

ｏ 保安推進委員会の「設備保安部
会」、「安全推進部会」に参加
し、各部門の重大な労働災害情
報等を入手し周知する。

本店

本店

発電所

本店

発電所

実施箇所

ｏ 「発電本部コンプライアンス推進活動検証委員会」において、原
子力、火力双方の本店部長、発電所長などが活動をクロスチェッ
クし、業務運営の一層の透明性向上を図る。

ｏ「発電本部コンプライアンス推
進活動検証委員会」において、
原子力、火力双方の活動をクロ
スチェックし、業務運営の一層
の透明性向上を図る。

ｏ「原子力の業務運営に係る点
検・助言委員会」において、発
電本部のコンプライアンス活動
に関する説明を行うと共に、社
外委員からの提言に対し、適宜、
対策等の検討を行う。

ｏ 「原子力の業務運営に係る点検・助言委員会」において、発電本
部のコンプライアンス活動等に関する説明を行うと共に、社外委
員からの提言に対し、適宜、対策等の検討を行う。

ｏ 平成25年度実施状況並びに平成26年度計画についてコンプライア
ンス委員会などを通じて社長へ報告を行う。

ｏ 平成25年度実施状況並びに平成
26年度計画をコンプライアンス
委員会などを通じて社長へ報告
を行う。

具体的活動内容Ｈ26年度計画(P)

Ⅰ コンプライアンス推進体制の強化

【参考実績】・平成26年4月15日(火) 13:10～14:35

・平成25年度 発電本部コンプライアンス推進活動

検証委員会を実施

【参考実績】・平成26年5月26日(月) 15:00～17:00

・第25回 コンプライアンス委員会

[参考]

Ⅰ コンプライアンス推進体制の強化
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２ Ｈ２６年度 コンプライアンス推進活動計画について（２/３）

本店

発電所

ｏ 飲酒運転撲滅に向けた継続的な取り組
みを行う。

ｏ 安全衛生協議会等を通じた協力会社への継続的な注意
喚起を行う。

ｏ 職場単位での飲酒運転撲滅に向けた継続的な取り組み
を行う。

ｏ 情報セキュリティ管理規程に基づいた情報セキュリ
ティ及び個人情報保護に関する教育を実施する。

ｏ 各種検討会、委員会等の場を活用した本店担当グルー
プと発電所主管課とのコミュニケーションを実施する。

ｏ 協力会社とコンプライアンス事例の情報共有に取組む。

ｏ 従業員満足度調査及び理解度テストによるコンプライ
アンスに関する意識状態の評価を行う。

ｏ 情報共有と若手社員のレベルアップのため、本店若手
社員による勉強会を実施する。

本店

発電所

本店

発電所

実施箇所

ｏ グループ（課・係）内会議などの場に
おいて、問題行為や違反事例等における
問題の本質を理解し、その本質を踏まえ
た対策について職場内の意見交換や対話
を行う。

ｏ 朝礼、夕礼、グループ内ミーティング、課内・係内会
議における職場内の意見交換及び対話を実施する。

ｏ 関係法令及び保安規定の遵守を確実なものとするため
に、次の教育研修を実施する。

ｏ コンプライアンス研修

ｏ 保安規定教育

ｏ 保安規程（原子力）教育

ｏ 電気事業法など関係法令及び保安規定
の遵守を確実なものとするため、各種教
育・研修を行う。

具体的活動内容Ｈ26年度計画(P)

Ⅱ コンプライアンス意識の向上

[参考]
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２ Ｈ25年度 コンプライアンス推進活動計画について

２ Ｈ２６年度 コンプライアンス推進活動計画について（３/３）

ｏ 発電所上層部と所員との懇談等による風通しの
良い職場、ルール遵守の環境作りに取組む。

ｏ 信頼再構築に向けた取組みを継続的に実施する。

本店

発電所

ｏ 経営トップ層及び本部長・部長との対話活動を
通じた経営の方向性とコンプライアンスに関する
取組むべき課題等の共有化を図る。

ｏ 風通しの良い職場作りのため、本部長をは
じめ本店経営層が発電所訪問を行う。

本店

発電所

ｏ 原子力発電所の運転状況、定期検査状況、トラ
ブルやトピックス等について、積極的な情報公開
に努める。

ｏ 原子力発電所などに関する情報公開を積極
的に行う

ｏ 月１回、官報及び県（佐賀県、鹿児島県）公報
等の確認を行い、法改正情報等を周知し、必要の
都度、規定文書へ反映する。

ｏ 定期的に官報、県公報等の確認を実施、及
び入手した法改正情報等を周知し、必要の都
度、規定文書へ反映する。

本店

発電所

本店

発電所

実施箇所

ｏ 不適切事象を踏まえた再発防止策への対応
を行う。

また、類似事案発生防止のため関係箇所と
の情報共有を図る。

ｏ 不祥事発生時には適切に対応するとともに、不
祥事の事例等について情報共有を図る。

ｏ 規定文書に基づいた確実な業務を実施する。ｏ 各種法令の要求事項に基づき制定している
各種規定を遵守し、法的手続き、法的要求事
項を満たした業務を行う。

具体的活動内容Ｈ26年度計画(P)

Ⅲ 公正な事業活動の徹底

[参考]


